
受付No.   2026年度 アートによる地域振興助成（研修助成）

*「研修助成」は当財団の助成を受けたことのある団体に所属する個⼈向けのものです。

公益財団法⼈ 福武財団 理事⻑ 福武英明殿
募集要項に則り、本応募⽤紙に記載した通り、標記助成に応募いたします。

＜研修者の所属団体プロフィール＞

団体名 マツモト建築芸術祭 実⾏委員会

住所 〒390-0815 ⻑野県松本市深志1-2-18コスモビル3F

団体区分 実⾏委員会 スタッフ数 7 名
代表者⽒名（カナ） サイトウ タダマサ

役職 実⾏委員⻑ 年代 50代前半
代表者⽒名 ⿑藤 忠政

団体URL1 https://maaf.jp/

団体URL2

※助成に関する諸⼿続きの連絡担当者の情報を⼊⼒してください。研修を受ける⼈とは別に実務担当者がいる場合はこちらに記⼊してください。

申請者⽒名（カナ） カワイ サヨコ
役職 プロジェクトマネージャー 年代 40代前半

申請者⽒名 川合 沙代⼦

連絡先 e-mail sayoko1009@gmail.com 電話番号 090-4450-0345

住所
（書類の送付先）

同上

＜研修者の略歴＞ ※専⾨教育や職歴、アートプロジェクト等の運営経験や当時の役割を記載してください。

⽒名（カナ） オオウチ オサム
役職/肩書 総合ディレクター 年代 50代前半

⽒名 おおうち おさむ

年（⻄暦） ⽉ 略歴

2012年4⽉ 2024年3⽉まで CHANEL NEXUS HALL：アートディレクター／キュレーター／ポスター・チラシ・広告・図録・会場グラフィック・展⽰空間・ウインドウデザイン

2013年4⽉ （継続中）KYOTOGRAPHIE 京国際写真祭：展⽰空間デザイン
2020年7⽉ UKIYO-E2020（東京美術館）：アートディレクター／ポスター・チラシ・広告・図録・会場グラフィック・展⽰空間デザイン

2021年8⽉ 千の葉芸術祭 / CHIBA PHOTO：アートディレクター／ポスター・チラシ・広告・会場グラフィック・展⽰空間デザイン
2022年2⽉ (継続中）マツモト建築芸術祭：総合ディレクター／キュレーター／ポスター・チラシ・広告・会場グラフィック・展⽰空間デザイン

2022年9⽉ ANDY WARHOL KYOTO（京市京セラ美術館）：アートディレクター／ポスター・チラシ・広告・図録・会場グラフィックデザイン

2024年8⽉ ジパング：平成を駆け抜けた現代アーティストたち（佐賀県⽴美術館、ひろしま美術館）：アートディレクター／ポスター・チラシ・図録・会場グラフィックデザイン・展⽰空間デザイン

2025年4⽉ 東アジア⽂化都市松本/伝統⽂化部⾨ディレクター

＜福武財団の助成実績＞

助成を受けて活動した年度

2023年度, 2024年度    

＜その他の研修対象者＞

⽒名 年代 所属団体での役割 研修で予定している学びの内容



＜研修の⽬的と意義＞

1. 研修の⽬的と意義

あなたが関わるプロ
ジェクトの概要とゴー
ルイメージ

松本市に存在する名建築（廃墟などを含む）に、アートの⼒で新しい価値を⾒出し、その存在意義を進化させていく
ことを⽬的とし、それに伴い、美術館展⽰などでは気が付かない、⽣活者の営みの中でのアートの役割を⾒つけ出す。
地域ゆかりのアーティストという考え⽅を排除し、親和性よりもコントラストを重視したアート展⽰を展開。そのことで、意
外性や驚きを⽣み出し、⽣活者たちの我が街への考え⽅が進化する。その街の再活者が楽しめるものこそ、外部から
のゲストを呼び寄せるトリガーとしたい。

現状分析と課題設
定（今回の申請に
⾄った経緯や背景、
⾃⾝のプロジェクトの
定量・定性的な評価
に基づいた課題意
識）

松本市では、⼈⼝減少や少⼦⾼齢化に伴い、空き家・空き地の増加や中⼼市街地の活⼒低下が進んでいる。かつて⽂化都市と
して全国に知られた松本も、観光やイベント型の⽂化活動が中⼼となり、⽣活⽂化や創造的継承の基盤が弱まりつつある。
東アジア⽂化都市松本の伝統⽂化部⾨ディレクターに拝命され、地域の⽂化資源を現代的視点で再編集する活動を⾏っている。
その中で、建築や空間が持つ潜在的な⽂化価値が⼗分に活かされていない現実に直⾯した。
明治から昭和にかけての建築群や廃墟など、都市の記憶を宿す空間にアートの介在を試みることで、松本の⽂化的アイデンティティ
を再考し、市⺠⾃⾝が⾃らの街を新しい⽬で⾒つめ直す契機を⽣み出すことが必要だと考える。

課題を受けての⼤⽅
針（課題解決の⽅
向性）、研修助成
で学びたいこと

松本市に点在する建築資源を、単なる保存対象ではなく「現代の⽂化装置」として再定義し、アートの⼒で地域
に再接続していくことを⽬指す。そのためには、建築・都市・アート・地域社会の交点に⽴ち、異分野を横断する
企画と運営の知⾒が必要である。本助成を通じて、芸術祭の持続的な仕組みづくりを学びたい。特に、建築空
間における作品展⽰と地域コミュニティの共創プロセス、資⾦循環や運営体制のあり⽅を研究する。これにより、
マツモト建築芸術祭を単発のイベントではなく、都市⽂化の進化を促ものとして成⻑させる道筋を描く。

2. プロジェクトの中⻑期計画

 今回の研修を経て、プロジェクトが⽬指すゴールイメージへのステップを「活動内容」にお書きください。（現時点の状況で構いません）

年（⻄暦） ⽉ 活動内容

2026年7⽉ 具体的な作品と会場の兼ね合いを構築

2026年8⽉ 作品制作、広報活動開始

2026年9⽉ おおうちおさむによる会場デザインなどのクリエイティブ作業開始

2026年10⽉ 開幕

2026年12⽉ 閉幕

3. この研修により、あなたが関わるプロジェクトにどのような効果がもたらされますか？

 達成したい⽬標を、定性（状態的な⽬標）、定量（数値の⽬標）の観点を含めてお書きください。

定量的⽬標：参加予定者数 約１０万⼈想定 約20会場／約30作品 

定性的⽬標：地域の若者や学⽣が制作・運営に参画することで、次世代の⽂化担い⼿を育成することを⽬指す。฀さらに、秋

から冬にかけての閑散期に新たな来訪動機を創出することで、観光需要の平準化と地域経済の活性化に寄与し、⽂化と経済

が共に循環する持続可能な都市づくりの実現を図る。



＜収⽀内訳書＞

申請助成⾦額 1000千円

福武財団助成⾦の⽀出内訳

項⽬ 内容 ⾦額（千円） 備考

旅費交通費 プレスツアー実施費⽤ 50千円 移動費

会場費・借料 プレスツアー実施費⽤ 50千円 会場費

広報宣伝費 プレスリリース制作費⽤ 100千円 編集、印刷代

謝⾦・委託費・⼈件費 カメラマン撮影費⽤ 150千円 会場、イベント撮影

広報宣伝費 ホームページ管理費 200千円 ホームページ修正、追記

広報宣伝費 印刷物費⽤ 300千円 ポスター、フライヤーなど

謝⾦・委託費・⼈件費 翻訳費⽤ 150千円 英訳

合計 1000千円

＜助成⾦対象外の項⽬例＞

以下のものは、助成対象外となります。ご注意下さい。

■管理費となるもの
・事務所の家賃、⽔道光熱費など
・恒常的な組織の⼈件費(事務局コスト)

■固定資産取得のための⽀出、及び恒常施設の保守修繕費となるもの
・備品、パソコン・コピー機、カメラ・ビデオ機器等、固定資産となるものの購⼊
・事務所、会場などの設備等の保守修繕に対する費⽤

■助成の趣旨に合わない⽀出
・交通機関を利⽤する際のグリーン⾞、ビジネスクラス、⾼額な宿泊料⾦
・⾼額な飲⾷を伴う接待費⽤

■下記、謝⾦・委託費・⼈件費の関わる項⽬
・プロジェクトの活動の外注費が⼤きい場合や丸投げしている場合
・⾃団体メンバーやプロジェクトリーダーなど申請事業に関わるメンバーへの謝⾦・委託費・⼈件費

＜個⼈情報の取り扱いについて＞

申請書に記載いただいた⽒名、⽣年⽉⽇、年齢、所属機関名、部署・学部、役職、住所・連絡先、電⼦メールアドレス、事業協
⼒者、プロジェクトメンバーの⽒名、年齢などに関しては「個⼈情報保護に関する法律」に則り、個⼈情報として厳正に管理し、下記
の⽬的に限り利⽤します。
１）申請に対する選考及び選考結果の通知
２）助成決定後の諸⼿続きの連絡
３）Website、広報パンフレット等での助成者決定の公表（⽒名、所属機関、職名、活動等の概要、助成⾦額）
４）当財団内管理業務（成果報告、会計報告提出に関連する連絡業務など）
５）当財団主催事業の案内


